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幸施設に着目した回ジスティクス
幸 ■ 11

ロジスティクスというと、生産 ・

流通・消費という概念が頭をよぎり、

施設も、工場 ・倉庫 ・店舗などを思

い起こしてしまう。しかし商品が届

けられる施設は、店舗に限らず、住

宅やオフィスもある。輸送システム

の変遷を考えてみても、長距離の幹

線輸送が整備されると配送集荷が改

善され、いまでは最終到着地での宅

配サービスヘと進化している。とな

ると次は、最終到着地の施設のなか

の搬送が話題になるに違いない。

こんなことを考えていたとき、東

京大学大学院の医科学系り1究科で併

任することになり、本年の5月 末ま

での5年 間、病院のロジステイクス

を研究する機会を得た。

1■病院の回ジスティクスの

|=目 的と内容

病院には、医薬|■や医療材料 (注

射器、ガーゼなど)が 毎日搬入され

ている。これらは病院内の薬局や医

療材料の倉庫で保管されてから、病

棟や手術室に運ばれて使用される。

もしも医薬品や医療材料に欠品が生

じれば、治療に差し支えたり、患者

の生命を危険にさらすことになる。

このため病院内においても、適切

かつ確実な在庫の確保と搬送を実現

するロジステイクスが重要な役割を

担っている。

病院のロジステイクスとは、「医療

行為に必要な物品と、病院のスタッ

フや患者の生活に必要な物品の、調

達 ・加工 ・配達 ・処置 ・廃棄などを

行うための管理」である。

この目的の第 1は、安全で信頼性

の高い医療をサポー トすることであ

る。第2は 、無駄な在庫と移動を減

らしコス トダウンを図ることであ

る。第 3は 、患者の満足度を高める

ために、ロジスティクスを通じて医

療関連サービスを充実させることで

ある。これらにより第4は 、病院の

経営競争力を強化し、病院の価値と

信頼性を高めることである。

このとき病院のロジステイクスの

対象となる物肝lには、①医療関連物

資 (医薬品、医療材料、医療機器 ・

医療設備、検体、カルテ・検査資料)、

②食料品、 ③生活関連物資 (食料

品、 リネン、 日用品|、患者手荷物、

事務用品|、郵使 ・宅配使)が あり、

使用後には、④廃棄物もある
(1)(図

表 1)。

i蠣;唆軍麟
棚の

病院内のロジステイクスの例とし

て、医療材料を取り上げてみる。

大きな病院には、SPD(Supply

Processing and Distribution)と い

うシステムが導入されている。 SP

Dと は、病院内で使用する物品を集

中管理して計画的に供給するため、

中央倉庫や中央材料室などの供給部

門を集約化して一元管理する仕組み

である。そのためSPDの 業務には、

物品の搬入 。検収 ・使用 。供給 ・保

管 ・搬送などがある (図表2)。

教授の呟き

第78回

痛
・瞬
内
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
タ
ス

|::.驚電ず警凛
者:

茎
ふ
海
洋
大
学

理
事
ｉ

≒
ｉ

一・・苦

瀬

，博

仁
‐‥‥‐
．



99  に擢準冨婆 書日9=600乙

/esn珈～/dr Oe!epOA!りzMAAM〃:dllЧ(菫曇1作暉)「Y4

ク

`Y`口
⑦罰撃」(`菫畢車喰)「ヽく〆

`者

ム県鈴0摯鮮」
｀
⊂喜軍筆)「単和恐革単g暴。日艶」(`■1章曜)「4rr`ヽ
.ルE`くI・

`=Δ
」(`畢γ)「旦程撃錯卑腸・回擢雲尊

単酵一国尊単鮮」(`尋解酢撃黎難)「Y4ル
`Y`□
0摯

障到叫L“料」■
'曇
暑ユT°(掛静)饗準首畢性彫m迷古

ヨ罰薫¥薫¥章当2撃ビ9専60 FI T日9=,0°爵聯営

量薫¥くЯ6ル乙
｀
回考卜⑦力969、

“

t'6°徹護2製

孝誓健薫I幣襲!駅撃｀
首撃輝
｀
晋膿歯1豊

｀
市¥妻

`郵

当

単r`f],●撃薫¥t000乙
°
爵準資¥回r4f専ツ6｀爵酵

縮薫¥馴軍章単t98°■Y■,霧園T回率日
｀
砂■動乱

潔手斜割薫¥秦¥回
｀
毒「8°栄葦健薫IttT雌業I醜

薫¥田製古=CZ°4導下章単専L961(70ワ0 ■〉)

J劇酬曇

普議旧・重醜 議¥黎黎章単

⑫市i具車母
｀
アツ準Y妻像⊂dS

°
ツνゞ伴riψ 9_h_η7準基1率早:擢V

幸コp F ttilt具豪県

`習

鈴
｀
27コツ

準

“

Y ttVLRrlコ暫9γヽY料、γ典J罪岳

と典iγlF`I慟■ジ科爾
°
〉影]|」ン

+Jイマヽ⑫昇澤
′｀
9料尋ン41⑦ツ

卜γШJ撃撃■Aヽ■1膨|マ1日床暮暫
°
2畔∫|ヨ]|

斡野〕|)F日算
｀
21イゞイー4へ′

さγΥ―習陥⑫)ヽ準ツ準ビWEl聾暫

∵|コ1ル41⑦r°7■孝ゞ14■El

ン41E17「昇]｀嘗ゞノイキ4ユ

、7習陥γνゞ―メー7｀7〉目]|⊂

dS、ダー/―辛EIン°
2準―イー7

Elマ「昇澤
′
尋‖絆当コツ準出」

｀
)

■Y冨尋冨暫を並

'7日

騨¥喜暫

さγШ甘コユニマ1_D―η7日(士自聯

°
2_ユ

“

Y Elク回トダ!Ll回FI智鈴⑫恥

⑫)｀0%)ソ響ゞ票gQヽγ脅マさγl

(■V平⑦‖絆当¥|を近そ]|マ「聾

暫⑫拳早梓|]|マ
`γ
4⑦■
°
シAヽ_n_

qHイ]■影日J孝「・/‐
`Y4砧
i具撃陥

瞥1陥〉0マ

'EI―

イー率耳暫」r,I“

爾■3'(′|*絆聯M｀Fl)聯1早(Y半

ツ00Z｀

`酬

需薫¥■雪1撃コ渕

国
｀
69Z d｀「L」Y酢島員製■璧・撃ヨ」
:聾性薫酪島員裂撃ヨ薫¥■璧撃コ謝回(8)

ZCL―LI卜dd O(卜)(乙)

600Z｀f菫曇1件甲 
｀
98‐8Zdd

｀
「Y4夕

`と
く口0罰撃」:星撃黎黒(卜)

靱Xキ多

□
°
19ンPr〉、へ)νゞ「liユさγY

イン
`Y4口

｀
Elマ「濯叫⑫コ孝イ

E4イムと■■｀
4r aアン乙辛とヽ

一、/ご｀
■9鴻に1聯1即鮮197ヽソコ

°
7ιマ)%トダ

嘗脅畔阜:準`IYイン
`Yイ
ロ⑫以響

騨⑫W半降緋啓ツνゞ凛λ燃・γⅦトダ

早「早陥
｀
さ体。身FI〉

~l!伴
‖FI Yイン

`
Yイロ⑦以濯聯⑫熙軍と

'「

/｀コ1

1T27、7V`Y4苓′lψ⑫呼1中0と

V`Y4警獅⑦争■7澁9ヽ

“

*"

¥彙10●|
Y4ル壬Y4□0アコ馨軍・|ヽ

°
(z)γ
CW、7音峰⑦

Wi県車4と熙塾⑫¥ツγY⑦胆準当

響
｀
こマrヮュゞ暉軍認V`Y4酢

具撃陥唱1鈴ア⊂dS ｀
Flユ14⑫ЪI響F

YttEl勤
°
ツ澤以Ⅵ協つ7ヽ黎半Ⅲ品

習陥尋コラ期響学E`I,771'I[既

(栞2団)    (I叫)   (9潮)

uo!lnq!メlu106`ulssoooJdパ`lddns

騨融マ障諺OGdS9利年コ1割撃¥単 Z準国

習く*rlu`馴早晏F`l障当ヨ習華ヨC,  寵叫⑦豪啄ヨ園呈(T・習耕U

悦ヽ
撃陥M笥

^

U陥蟄醜望専

習耕U0

´

ヽ
し略重回当図(D

晋

―

_

略壁士⑦罰蟄YC

ｉ

ｌ

ｌ

こ

Ｂ

ｆ

・・
一一
・一
一一
　

　

　

●

8辮OY4ル壬Y`□0判撃 L¥国

准叫⑦募啄ヨ園当ヨ


